
令和５年度ものづくりプラモデル大学活動報告 

 

令和５年７月２２日（土）の開講式・第１回講座から１２月２３日（土）の第１０回講座・修

了式まで全１０回の講座を開催しました。 

 

【開講式、第１・２回講座】 

開講式では、静岡市経済局稲葉局長が受講生の皆様を熱く歓迎しました。また、受

講生の皆さんが持つ受講に向けた思いを語っていただきました。 

令和５年度ものづくりプラモデル大学は、全１０回の講座カリキュラムを「静岡市の模

型産業を理解する（１、２回）」、「プラモデル・ものづくりの魅力を発見する（第３～５

回）」、「プラモデルの魅力を活用する・伝える（６～１０回）」の３部構成で実施しました。 

第１回講座では、国立大学法人静岡大学教育学部教授芳賀正之様から「なぜ、静

岡市は模型の世界首都なのか」、株式会社青島文化教材社代表取締役社長青嶋大

輔様からプラモデル産業の課題についてご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

第２回講座では、「プラモデルメーカーの仕事を理解する」をテーマに、株式会社青

島文化教材社様の会社見学を行いました。普段は見ることができないプラモデルメー

カーの仕事場や金型等を見学し、プラモデルメーカーの仕事について学習しました。 

後半は、グループに分かれて、社員の皆様を交えながら、各々が作成した企画書を

使って商品企画会議を実施しました。社員の皆様からご意見をいただきながら商品企

画のブラッシュアップを行い、グループ内で「これぞ」という商品企画を一つ決定しグル

ープ代表者が全体発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３～５回】 

第３回、４回講座では、各地で模型工作教室等を開催しているグループ「模型＆

JOY」のオオゴシトモエ様を講師にお招きし、恐竜のミニジオラマ作りを実施しました。

第３回は、その前半として株式会社タミヤ様から発売されている「1/35 小型恐竜セッ

ト」の組立・塗装を行いました。第４回は、第３回で各々制作した小型恐竜を配置するた

めの土台作りとデコレーションを行いました。同じキットを使っているのにできた作品は

十人十色。日当たりの良い場所で受講生の皆さんの作品を並べて撮影会も行いまし

た。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 



 
第５回講座では、漫画家のたなかよしみ様を講師にお招きし、「自分だけのキャラク

ターを創ろう」をテーマに、ミキシングビルド（説明書のとおりにキットを作るのではなく、

関係ないパーツ同士をインスピレーションで組み合わせて、オリジナルの作品を作る手

法）の体験を行いました。頭を柔らかくして、各々が個性豊かなキャラクターを創作し、

どんなイメージで制作したのか発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【第６～１０回、修了式】 

第６回講座では、「プラモデルの魅力をまちの魅力へ 静岡市プラモデル化計画とは」

と題して、産業振興課職員が、プラモデルを活用した地方創生プロジェクト「静岡市プ

ラモデル化計画」の事業内容、第９回講座で受講生がブース運営を予定しているクリ

スマスフェスタの概要についての説明を行いました。その後、第５回講座に引き続き、例

年クリスマスフェスタにミキシングビルドの体験ブースを出展しているたなかよしみ様か

ら、クリスマスフェスタでの活動内容についてご説明いただきました。後半は、「クリスマ

スフェスタ 2023」において静岡市体験会ブースで実施する企画の企画提案グループ

ワークを行いました。グループ内で各々が考えた企画を発表し、その後、グループ内で

企画内容を一つにまとめ全体で発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回講座では、プロモデラーリョータ様を講師にお招きし、「プラモデルをビジネス・

活動につなげる」をテーマに、リョータ様が展開する「プラモつくろーぜ会」の活動内容

や活動を始めるに至った経緯、模型雑誌ライターの仕事等についてご講演いただきま

した。講演後は、実際に「プラモつくろーぜ会」の会場を再現していただき、実際にこの

イベントがどのようなものなのかを受講生の皆さんに体験していただきました。また、リ

ョータ様から「模型の仕事の作り方」という課題が出され、自分だったらどのように模

型・プラモデルをビジネスにするのかを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第８回講座では、プラモデルの楽しさをシェアするサイト「nippper（ニッパー）」を運

営する株式会社ニッパー編集長の髙久様、副編集長の丹様を講師にお招きし、活動

内容やプラモデルの記事を作成する際の写真撮影のポイント、記事作成の注意点など

をご講演いただき、プラモデルの魅力発信の方法について学習しました。また、当日は

「プラモデルを紹介する記事を書こう」という課題が出され、同日にツインメッセ静岡で

開催されたタミヤフェアを散策し、記事のネタ探しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回講座では、「プラモデルイベントを運営する」をテーマに、「クリスマスフェスタ

2023」において静岡市体験会ブースの運営を体験しました。「クリスマスフェスタ

2023」では、第６回講座で受講生から提案された企画の中から、参加者にプラモデ

ル・ものづくりの楽しさを体感してもらおうとの思いから「プラモデルを使ったスノードー

ムづくり」を採用し、２日間で約２００人の方にスノードームづくりを体験していただきま

した。受講生の皆さんは、受付業務や資材準備、体験補助を担い、イベント運営のノウ

ハウを学習しました。また、漫画家のたなかよしみ様が運営するミキシングビルド体験

ブースの補助も体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回講座では、第７回講座のフィードバック、第８回講座のフィードバック、今まで

の講座の振り返りを実施しました。 

第７回講座のフィードバックでは、プロモデラーリョータ様の進行により第７回講座で

出された課題のグループ内発表を行い、グループの代表者が全体発表を行いました。

全体発表後は、リョータ様や今までの講座を担当した講師の方々から講評をいただき

ました。 

第８回講座のフィードバックでは、受講生が提出した「プラモデルを紹介する記事を

書こう」の第８回講座課題に対して、株式会社ニッパー髙久様、丹様から講評をいただ

きました。受講生の提出課題をスクリーンに映しながら、文章、写真それぞれについてよ

かった点、改善点をご説明いただきました。 

今までの講座の振り返りでは、ものづくりプラモデル大学の各回をご担当いただい

た講師の方々から、講座内容のポイントと今後受講生に期待することをメッセージとし

ていただきました。 

修了式では、静岡市経済局稲葉局長から修了証書が手渡され、ものづくりプラモデ

ル大学修了生として活躍を期待する言葉が送られました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


